
三番町共用会議所

三番町共用会議所は、明治・大正に活躍した「山縣有朋」公爵の邸宅跡に建
てられた国の会議所です。

当時の建物は、先の大戦で焼失しましたが、山縣有朋公が作庭した庭園跡と
明治天皇の行幸を記念した碑が残り、往事が偲ばれます。

また、当会議所の別館は、戦後日本を代表する建築家の一人、「大江宏」の
設計により建築されたものです。大江宏はモダニズムと日本の伝統様式を併せ
持った建築意匠で知られ、代表作は大阪万国博覧会の日本館、国立能楽堂など

があります。

【沿 革】
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➀石碑

明治天皇がこの地に行幸（明治18年10月）さ

れたことを記念して、山縣有朋が建立、表面

には山縣有朋が詠んだ和歌が彫られています。

➁庭園

明治18年に山縣有朋が建てた邸宅跡に残る庭園、

往時が偲ばれます。

③三段の滝と池

山縣有朋が京都に築庭した「無鄰庵」と共通する三

段の滝が設けられ、自然の水の音を奏でています。

池には新潟県小千谷市の錦鯉を放っています。
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⑤三番町会議所別館

昭和の建築家大江宏が設計し、昭和29年に建築されてい

ます。細い柱のバルコニーが特徴的です。

④灯籠

庭園内の灯籠は、土台が六角形であることから、江戸後期から明治初期の技法を

用いられていると考えられ、山縣有朋邸のものが現存していると思われます。
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三番町共用会議所
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所の代表的な樹木



お問合せ先

三番町共用会議所
03-3261-5166

大臣官房予算課
代表：03-3502-8111（内線3312）

三番町共用会議所関連年表

○明治１４年 (1881年)
４月 7日 農商務省設立

○明治１８年 山縣有朋公私邸として竣工。 設計者 片山 東熊
洋風建築史に残る建物であった。外部装飾はないが、屋内装飾は暖炉の大理石
前飾り大鏡等 外国製の豪華設え。 馬車庫、馭者部屋、馬丁部屋等
＊建坪(本館)248坪、延坪335坪、付属建物226坪

○明治１８年
10月19日 明治天皇行幸

○明治１８年
11月 行幸記念碑建立

○明治１９年
７月10日 内務大臣兼農商務大臣 就任

就任後、山縣有朋公私邸を国が農商務大臣官舎として購入。

○大正１２年
９月 1日 関東大震災により損壊大破。

○昭和１８年 大臣官舎に改築。 (17年1月起工～18年10月竣工)

○昭和２０年
５月24日 空襲により、大部分の建物を焼失。再建の目処が立たぬまま放置。

○昭和２７年
８月 旧本館（木造：一部二階建て延坪248坪）竣工

○昭和２９年
６月 別館(現存 RC造 総二階建て 延坪252坪)竣工 設計 大江 宏

○昭和４８年 本館(現存 RC造 総二階建て 延坪631坪)改築
(47年8月起工～48年3月竣工)

○昭和５５年 庭園(池、東家、散策道、樹木等)の整備

○昭和５６年(1981年)
４月 7日 農林水産省 100年祭

※平成11年4月から全省庁が利用する共用会議所となっています。

令和元年11月作成

無断で複写複製する
ことを禁じます。
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